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序 文

吉 田 豊

r内陸アジア言語の研究』の第23号 を,森 安孝夫教授の還暦を記念する号

として刊行することができ感慨深いものがある.本 誌が神戸市外国語大学か

ら独立 したのは第8号 からであった.そ れ以来今 日までに,本 誌は何度か存

続の危機にさらされた.そ の都度,持 ち前の行動力 と指導力で危機を切 り抜

け,本 誌をSIALの 略称で国際的にも認知される雑誌に成長させたのは,実

に森安氏の力であった.森 安氏は,言 語についての研究はもとよ り歴史研究

においても,資 ・史料となる文献そのものの研究が不可欠であり,と もすれ

ば史料の解釈にもとつく歴史ばか りが評価されることに警鐘を鳴らし,資 ・

史料そのものの研究を掲載できる本誌のような雑誌をどうしても存続させな

ければならない という情熱 と使命感で,本 誌の編集を続けてこられた.長 年

一緒に仕事をする機会がある私がそのことを最 もよく知っていると思 う.定

期購読をお願いする手紙を,関 連分野の研究者に手分けして書いたことなど

は,今 となっては懐かしい思い出である.

本号には,ま ず森安氏 と研究テーマを共有 し世界的にも第一線で活躍する

海外の中堅 ・若手研究者から,そ して森安氏の門下生 として松川節 ・中村淳 ・

松井太の3氏 から,最 新の研究成果を寄稿いただ くことができた.と くに松

川 ・中村 ・松井3氏 は,本 誌が神戸市外国語大学から独立して以降数年間の

揺藍期,文 字通 り献身的に編集実務を担当 して,本 誌の発展に尽 くして くれ

た功労者でもある.こ の他にも森安氏の知友 ・門下生 として本号への寄稿を

お願いすべき研究者は多数あったが,本 誌のような雑誌の一号を還暦記念号

に充当 した場合,紙 数の制限が如何 ともしがたいとい う事情か ら,ご 遠慮を

お願いせざるを得なかった.

森安氏の履歴 と研究について簡単に紹介する.研 究のほうは,氏 自身の手

になる完壁な業績表 があ り,く わ しくはそちらを参照されたい.森 安氏は

1948年2月ll日 福井県で生まれ,地 元の高校を卒業の後,1967年 東京大学
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に入学 した.学 部 ・大学院とも東洋史学科で学び,博 士課程在学中にフラン

ス政府給費留学生 としてパ リに留学,2年 の留学期間を終えて1980年 に帰

国した.そ の後,1982年 に金沢大学文学部に採用され,2年 後の1984年 に

大阪大学文学部に転出 し現在に至っている.

森安氏の研究全体を短 くまとめれば,ウ イグル ・チベ ット・唐の三国鼎立

時代の中央アジアを中心にして,前 後する時代や周辺の地域を,中 国側では

な くあ くまでも中央アジア側,と りわけウイグルに視点をおいて研究 し,そ

の歴史を世界史の原動力の一つ として位置づけるというものである.そ の際

依拠する史料として漢文の典籍よりはむ しろ出土史料,と りわけウイグル語

やチベッ ト語な ど非漢文史料を重んじ,そ れらを自分 自身で解読 して利用す

ることが特徴になっている.ま た単に歴史に関する資料 だけでな く,宗 教関

連の文献や図像資料にも注意を払い,使 いうるすべての情報を総合 して歴史

を再構築 しようとする.ζ:れ らの点で他に類を見ない希有な東洋史学者であ

ると言える.

森安氏の学問的な貢献は多 くどれも重要であるが,ウ イグル族がモンゴル

高原を去 り中央アジアのオアシス地域に定住を始めた頃の歴史を解明 した一

連の研究は,と りわけ射程の大きい ものである.史 料の年代を特定 して時代

を考える上での基準点を設定 した功績は大きい.ウ イグルの棒杭文書の年代

を決定 したことや,ウ イグル語の世俗文書の時代を判定する書体やメル クマ

ールを発見 したことはその代表的な例である.ま たその副産物 として,ベ ゼ

クリク千仏洞のウイグル窟の年代を特定 した.敦 煙に西 ウイグル国の影響が

及んだことを発見 したことは,甘 州回鵤の影響ばか りを想定 していた従来の

敦煙学にとって大きな衝撃 となった.氏 の研究を特徴づけるマニ教研究 もこ

の枠組みに入る.ウ イグルがマニ教から仏教にシフ トしてい く時代やプロセ

ス,な かでもウイグル仏教の成立背景をめぐるいわゆる 「トカラ仮説」の提

唱など重要な発見や指摘は文字通 り枚挙にいとまがない.そ して今現在 もウ

イグル語の手紙文の総合的な研究に従事され,少 しも年齢による衰えを感 じ

させない.今 後も陸続と成果を発表 して行かれるであろう.

森安氏のもう一つの業績は,む ろん,彼 が育成 しまた育成 しつつある学生

たちである.こ こに一人一人の名前をあげられないが,氏 の研究の守備範囲
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を受け継ぎ見事に発展させている.氏 の日頃の厳 しい訓練やそれに応えて成

長する彼 らを見るに付けても,と ても真似できないと常々感服 している.彼

らはまた 自分 の研究に忙 しいにもかかわらず,r内 陸アジア言語の研究』の

編集の仕事を忍耐強 くまた正確にこな してくれている.本 誌の存続は森安氏

と彼の学生たちの偉大なコラボ レーシ ョンであ り,ま たそ うあ り続けること

を期待す る.そ して何年後かの本誌をもう一度森安氏の記念号 にするときに

は,彼 ら全員が寄稿 し壮大な特別号となることを期待したい.
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Foreword

YUtakaYbshida

Itismypleasuretopublishthe23rdissueofourjoumalagtheFestschriftinhonour

ofPro艶ssorThkaoMoriyasu's60thbirthday.Since1992whenourjournallostthe

伽ancialsupportofKobeCityUniversityofForeignStudies,itwasMoriyasuwho

playedthemostimportantroleinbotheditingandpublishingthejournalandwithout

hisenergeticeffbrtitwouldnothavesurvivedtothisday,tosaynothingofobtaining

recognition.Thus,PeterZiemeandIdecidedtopresentthisvolumetoourco-editor

asatokenofgratitudeandaffection.Theeditorialworkofthepresentissuewas

actuallydonebyDr.DaiMatsui,Moriyasu'seminentstudentandProf6ssorPeter

Zieme,whosharetheirresearchinterestwithMoriyasuandknewmuchbetterthanI

whotoaskfbracontributiontothevolume.

TakaoMoriyasuwasborninMikuni,FukuiPre琵ctureonllFebruary1948.

AftergraduatingffomthelocalhighschoolheenteredTbkyoUniversityandstudied

Orientalhistory.Hewasapupilofthegreatorientalistsoftheday,KazuoEnoki,

MasaoMori,andOnIkeda.HealsostudiedwithJamesHamilton,whenhestayed

inParisduringl980-1982.Inl982hewasappointedassociateprof6ssorofOriental

historyatKanazawaUniversity.In1984hemovedtoOsakaUniversitytosucceed

thechairofthelateProf6ssorNobuoYamada.

Moriyasu'smaininterestisthehistoryoftheUighursduringandaftertheperiod

Ψhenthreestates,theUighurEmpire,Tibet,and丑mgChinaopposedtoeachotheL

FromtheverybeginningofhisstudyMoriyasuWasinterestedinthehistoryof

UighurManichaeism,whichwasthes呵ectofhisgraduatethesis.Hecontinuedhis

researchandspentthreeyearscompletinghisgiganticmaster'sthesisentitled``Studies

ofCentralAsianhistoryduringtheTangperiod"submittedin1975.Itsconstituent

partshaveappearedseparatelysincel973whenhestartedcollectingthematerials.

Theearliestonepublishedinl973wasaboutthewarbetweentheUighursand

TibetansfbughtinBeitingandwasawardedRyushaKaiseiPrizg;aFrenchversion

alsoappearedintheノ ∂〃rηα1A3'α 吻 配θ1981.Theothersarenolessimportant;one

istheeditionandthestudyofaDunhuangTibetanmanuscriptconcerningH∂r

andtheotherdiscussedtheTibetaninvasionofCentralAsia.Anotherworkofthis

period,thoughnotpublishedasanarticlebutasanote,isalsotobementioned.He

succeededindatingtheso-calledUighurstakeinscriptionstothe10thcentury,a
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datealmosttwocenturieslaterthanthatgenerallyassumedbefbrehim.

Allthesewofksarebasedonhiscarefulrevisionofthetextseditedorstudiedby

previousscholars.Apartffomthestudiesbasedontextualsources,sincethelate80s

hehasundertakenfieldworkinChinaandMongolia.Inthecourseofhis且eldsurvey

of1987hediscoveredthatsomecavesinBazaklikwerefirstmadebyManichaeans

andonlylaterredoneasBuddhistones.Herecognizedthatthechangeofcaves

betraystheshiftintheUighurstatereligionfromManichaeismtoBuddhism,the

dateofwhichisrepresentedby止hestakeinscriptions,oneofhismostfavorite

su切ects.HealsodiscoveredthattheIongUighurscrollhousedintheHistoricaI

MuseumofChinaisacharterissuedtotheManichaeanchurchbytheWbstUighur

KingdomwhenManichaeismwasstillsupportedbythekingdom.Inl991he

publishedhisepoch-makingdiscoveriesashisPh.D.thesisentitled``Astudyonthe

historyofUighurManichaeism",ofwhichtheGermanversionwaspublishedlater

in2004.

ImyselfhavecoUaboratedwithhimfbrtwenty-fiveyearssincel983andamvery

proudthatIamtheonewhobenefittedmostffomthecollaboration.Iaccompanied

himseveraltimeswhenheundertookfieldworkinChinaandMongolia.Istill

rememberwellwheninMayl9881firstsawtheSogdiandocumentinUrumqi

Museum,whichhehadcopiedfbrmetheyearbe食)re.Itisanentirelypreserved

salecontractofaSogdianfbmaleslavedatedto639CEOurjointeditionofthis

wonderfultextbecamewellknownandisffequentlyquotedbyourcolleaguesall

overtheworld.IsincerelyhopethatourjointworkontheKarabalgasunInscription

conceivedlongtimeagowouldbecompletedinthenearfUture.

Itwillrequireanumberofpagestodescribeallhisach童evements,ofwhichthe

completelistispreparedbyMoriyasuhimselffbrthisvolume.However,Icannot

concludemyfbrewordwithoutexpressingmyheartfbltgratitudetoMoriyasu's

brilliantstudentsatOsakaUniversitywhohavespentaneno㎝ousamountoftheir

precioustimeandeffbrttohelpuspublishthejoumalbypreparingcamera-ready

pagesanddoingothertasks.HopefullythedaywillcomesoonwhentheyallwilI

publishtheirarticlesinthefutureissueofSIALcommemoratinganotherspecial

occasionoftheirteacher.
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